
　中央に配した鏡は自らを反省し、自主的に行動する
精神の確立を求め、三本のペンは生徒の本分である勉
学の道に全力を傾注して何事にも屈しない精神と態度
の樹立をめざし、ペンの間の柏の葉はきびしい十勝の
風土にもめげず成長してやまないたくましい魂と堅実
な気風を養うことを意味している。

（元本校教諭　阿  部   戸  一  氏　作成）
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